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概  要 

 

従来の高耐熱土鍋（リチア質素地）のつや消し釉薬（マット釉薬）の耐酸性を

向上することで、釉薬に含まれる重金属類（バリウムと亜鉛）の４％酢酸によ

る侵出における溶出を大幅に低減した。釉薬の組成は、ペタライト７０～７５

（その内、長石～５）、酸化亜鉛５、炭酸マグネシウム５～８、炭酸ストロン

チウム５、石灰石１～５、蛙目粘土５（単位％）であり、乳濁釉の場合は、ジ

ルコンを２％添加する。 

従来技術・ 

競合技術 

との比較 

（優位性） 

従来の高耐熱土鍋釉薬は、原料に炭酸バリウムや酸化亜鉛をそれぞれ４から１

０％含有していた。本釉薬は、劇物である炭酸バリウムを全く使用せず、酸化

亜鉛を半減したが、釉薬性状は従来のものと比べて遜色はない。また、食品衛

生法による４％酢酸による重金属類の溶出は、亜鉛濃度が５ｐｐｍ以下であ

る。なお、バリウムの溶出はない。 

本技術の 

有用性 

食品衛生法における容器包装の規格基準では、陶磁器の溶出試験において鉛と

カドミウムのみが規制されている。萬古焼の土鍋は、原料に鉛とカドミウムを

用いていないことから、食品衛生法に適合する。しかし、それら以外の重金属

類の含有量を必要最小限にした本釉薬は、食品を調理する陶磁器の安全性をよ

り向上し、食の安全・安心を求める消費者ニーズに応え、かつ釉薬製造におけ

る環境負荷を低減することが可能である。 

関連情報 

（図・表・写真等） 

 

 

 写真：高耐熱用土鍋釉薬（土鍋） 

  

適用可能製品 高耐熱土鍋（リチア質素地）用釉薬（土鍋等）。 
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安全・安心な土鍋用釉薬 

耐酸性を向上した土鍋用釉薬 

 


